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１．はじめに 

気候変動問題は、国際社会が一体となって取り組むべき重要な課題です。 

世界では、パリ協定において 2020 年以降の温室効果ガス排出削減等のための新たな

国際枠組みを構築し産業革命前と比べて気温の上昇を 1.5℃以内に抑えることを目指し

ています。 

日本では、2030年度に温室効果ガスを 2013 年度比で 46％削減を目指しています。こ

のような、国内外で生じている地球温暖化の課題に対し樹脂複合材料「STONE-SHEET®」

は豊かな未来の実現に向けて貢献していきます。 

 

２．STONE-SHEET®とは 

STONE-SHEET®とは国産の炭酸カルシウムを主原料とした新素材です（図１）。

 

図 1 STONE-SHEET®の構成割合 

 

炭酸カルシウムとは石灰石や大理石の主成分で、貝殻やサンゴ、鶏卵の殻の主要な構

成成分となっております。用途としては、セメントやコンクリート、鉄鋼などの工業用

途のものが 86％を占め、一般用途としては食品添加物や増量剤（フィラー）、農地土壌

の改良や製紙工場などに用いられています（図２）。 

図２ 炭酸カルシウムの用途  

 



 
 

そのような炭酸カルシウムを主として構成された STONE-SHEET®の特徴につい

て、以下に記載致します。 

 

① 射出成型、押出成型、真空成型、インフレーション成型等対応可能なため、プラス

チックや紙の代替として幅広く利用が可能 

② 製造廃棄時の CO2排出量について対ポリエチレンで約 45％削減、対ポリプロピレ

ンで約 35％削減が実現でき、温室効果ガスの削減に寄与 

（LCAコンサルタント監修） 

③ 純度の高い炭酸カルシウムを 100％国内自給しているため、安定供給が実現可能 

④ 食品添加物グレードであるため非常に安心安全な原料として活用可能 

⑤ 耐熱性、耐冷性に優れていて冷凍食品トレーにも対応可能 

⑥ 防カビ・防菌効果があり、環境配慮以外の面でも機能性あり 

⑦ ベースが白色となっていて、透明以外の様々な色に着色が可能 

⑧ 炭酸カルシウムを重量比 50％超含む新素材のため、プラスチック表記が不要 

（一般ごみとしての廃棄が可能） 

 

３．STONE-SHEET®成型ラインナップ 

STONE-SHEET®にて対応可能な商品ラインナップについて説明致します。 

① 多層ブロー成型 

このたび、炭酸カルシウム 50％超を配合しながらも、

高純度炭酸カルシウムを使用することで成型性への影響

を最小限に留め、サプリメントボトルやシャンプーボト

ルの量産化に成功いたしました。さらに、酸性に溶出す

る炭酸カルシウムの影響を内容物に与えないよう、樹脂

で炭酸カルシウムを挟んだ三層構造で成型することで、

炭酸カルシウムが直接内容物に触れない工夫を施しています。 

② 射出成型 

『プラスチック資源循環促進法』が 2022年より施行さ

れ、それに伴いホテルアメニティ向けに現在活用されてい

ます。ヘアブラシやカミソリなどの繊細な成型においても

問題なく量産化できています。さらに、販促物吊り下げフ

ックなども STONE-SHEET®化し、活躍の場を広げてい

ます。 

 

 

 



 
 

③ インフレーション成型 

ホテル用アメニティ袋や農業用マルチシートの活用実績

があります。特に農業用マルチシートに関しては、STONE-

SHEET®による腹足類忌避効果があり、それに伴う減農薬の

実現、また減プラの観点から多くの企業様より幅広く注目さ

れています。 

④ 三層シート真空成型 

多層ブロー成型同様、炭酸カルシウムの層を樹脂の層で挟

んだ三層構造仕様を採用しています。炭酸カルシウムが食品

に直接触れない仕様になっているため食品衛生法に順守して

おり、今後冷凍食品容器やデリバリー用食品容器として食品

メーカー様への導入が期待できます。 

⑤ 単層シート押出成型 

名刺やポスター、クリアファイルなど単層シート成型にも

対応できます。名刺やポスターについては紙の代替品として

使用でき、抗菌・防カビ・防水効果の強みを生かした商品づく

りが可能となりました。日光や雨水にさらされる選挙ポスタ

ーへの活用も期待できます。 

 

４．おわりに 

興和株式会社では、STONE-SHEET®による環境面や機能的側面において多大な魅

力を感じ、商品化に向け取り組んでまいりました。一つ一つ課題をクリアしながらも

多層ブロー成型をはじめ、多くの成型において製品化の確立ができました。国産かつ

高純度の炭酸カルシウムを使用することで得られる、カントリーリスク軽減や柔軟な

成型という利点を生かし、今後皆様の生活に違和感なく溶け込んでいける商品となる

ことと自負しています。STONE-SHEET®を活用した製品をお求めの際は、是非私ど

もにご連絡いただけましたら幸いです。 

最後になりますが、皆様と力を合わせ日本の目標となる 2030 年度温室効果ガス

46％削減に向けて、貢献してまいります。 
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